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p. 130， p.138， p.147等参照)。そしてそれらの検討を踏まえて、大学院教育の役割を、経験や先輩教
員からの指導・アドバイスによって継承される実践的ノウハウでは不十分なコンセプチュアル・ス
キルの提供(同， 2003: p.160. )や、タずブノレノレー フ。学習 1)による反省的実践を促しうるものである



















して大学院の教育機能を検討しておきたい。西は Sergiovanni，T.J.and Starratt，R.J. (1983)の整
理を援用して教師の全般的な職能発達の構想、を図に示し、職能発達環境の諸形態を「指導的J r共
同的J r支持的j という 3つのタイプに分類している。



















































実質的な共同研究を進めるための f協働力jが重要であると考えられている(上越教育大学， 2007: 6-8)。
カリキュラムは「学校支援プロジェクト科目 jを中心とする構成となっており (p.10. )、カリキュ







































































































































1)タヲルルー プ学習、シングノレノレー フ。学習とは、 Argyrisand Schon (1978)が組織学習について論じた際に使用した概念である。
認知面での学習について、既存の基材守{函値基準にノ変更を加えずに活動の評価ペコ改善を検討する学習は、ンングルルーフ。学習で、あ
り、価{直基準そのものの変革も含めて検討し、そこから改めて活動の評値内改善を考える学習はダブルノLー フ。学習で、ある(今津
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